
今年の世界的な話題は、イタリアで開催されているミラ
ノ万博。テーマは食。日本は世界無形文化遺産認定され
た和食のうまみを世界に伝えようと、現地の日本館では毎
週各都道府県単位で、ご当地の食材がふるまわれている。
私は京都に生まれ育ち、京都のよきものを世界に、世
界の文化力のあるトップ層を日本に京都に引き込むため
の仕掛けを行っている。なかでも力を入れているのは日
本酒。酒を通じた日本文化発信、そして日本酒のうまみ
を知った諸外国の人たちが日本に旅行者として訪ねて来
てくれる、そんな導線を各国で敷いている。
昨年は、フランス・パリで、フレンチの巨匠アラン・
デュカスとコラボレーションし、京都の日本酒を、デュ
カス氏のエッフェル塔のレストラン「ジュールベルヌ」
に持ち込み、料理はフレンチ、飲料は日本酒、そんなマ
リアージュイベント行った。フランス人は、欧州諸国で
は最も日本酒への関心が高い。日本酒の味わい方を熟知
しているのが食通・・そんなスタイルがすでに確立され
ている。
今年はイタリア。現状はどうか？日本酒の関心度合い
はフランスを筆頭にドイツ、英国と続き、イタリアはま
だこれからという段階。
ただイタリアは可能性を感じた。その理由はミラノ在
住の IT 経営者にして、日本酒好きが高じて、日本酒試
飲イベントを開催するマルコマッサロット氏のような
キーパーソンがいること。彼を中心に、日本酒愛好家の
サークルが形成されていて、20世紀型のマスメディア
を使った広告宣伝で日本酒を飲んでもらおうという展開
ではなく、21世紀型の口コミ主体の、愛好家の間でじ
わりじわり広がりを見せる理想的な展開なのだ。しかも
そのメンバーが文化力のある面々。実はこの口コミを作

れるかが、日本製品を現地でプロモーションするうえで
一番肝になる部分なのだ。
また路面店では、エノテカ（ワインバル）ではなく、
酒をもじった「サケテカ 55（ゴーゴー）」という日本
酒バルは、お猪口をまず選んでもらってそのあとに、お
客にお酒を選んでもらうサービスの方法を取っている。
日曜日だというのに満席、写真のとおりミラネーゼもご
満悦。彼らのお気
に入りは、きりっ
とした純米大吟醸
より骨太の純米
酒。イタリアでの
日本酒の広がりか
ら当分目が離せそ
うにない。
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